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研究成果の概要：近代沖縄における離島女性の労働実態について、特に 1930～1940年代の八

重山諸島を中心に、当時の統計資料、新聞・雑誌記事、個人証言、インタビューなどを整理し

た。また、この地域・この時代に特徴的な台湾との間の移動労働、前近代から継続する女性差

別、沖縄・離島に対する社会的偏見・蔑視の関係から考察し論文を執筆した。収集した資料を

中心に、データベースを作成し、近代沖縄女性史、ジェンダーと女子労働、東アジア国際関係

学の視点から本課題について更に考察する今後の課題に向けて基盤となる調査・資料整理を行

なった。
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１．研究開始当初の背景

沖縄近代史における女性史研究は、通史

または個人史・証言集が多く、独自の祭

祀、民俗・人類学的研究が盛んである一
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方、戦時期を除き歴史研究が少ない。また

地域にも偏在があり、戦後史を含め本島に

おける議論の蓄積に比べ、離島の研究・資

料整理は、進んでいない。この地域には、

前近代における人頭税や植民地台湾との間

の活発な労働移動など、独特の境遇や動き

があり、近年の地方史編纂の中でも研究の

動向が注目されているが、当時の資料の整

理、体験者のインタビューなど基礎的かつ

現在可能な作業が多く残っている。

２．研究の目的

沖縄の女性労働について、特に八重山諸

島を中心に、 1930年代から 40年代における

実態を明らかにする。労働の側面より、女

性史を捉えなおし、前近代の人頭税など制

度的に周辺化された八重山の地域性、沖縄

本島や植民地台湾との間の移動、 1903年に

終了した土地整理事業以降の農村の変化、

近代において沖縄・台湾の中心的産業であ

った糖業とそれに従事する女性たちの生活

経験、 1930年代以降に顕著となる日本全体

の産業化・地方改良の動きの影響など、女

性労働に影響を与えた要因との関係を分析・

考察する。さらに沖縄における共同性や境

界を超えたネットワークについて、女性の

労働・生活の視点から明らかにする。

また、近代資本主義発展と東アジアにお

ける国民国家体制・帝国主義体制が進展す

る時期、「周辺」化された沖縄の中でも

「周辺」である離島の女性が、労働を通し

てどのような経験をしたのか、明らかにす

ることは、現在の国際関係の中で「周辺」

化された地域の女性史を参照する上でも重

要だと考える。

３．研究の方法

　以下の点に留意して、研究史・資料の

整理・収集及び分析枠組みの検討を行な

った。

　（１）近代沖縄の離島女性の労働実態

を整理するうえで、沖縄近現代史におけ

る農村・経済研究、女性史研究、八重山

研究の既刊資料・研究文献について研究

史整理から、考察の枠組みを検討した。

（２）八重山の女性史・女性労働に関し、

既刊の資料・証言集、新聞・雑誌記事等

から資料を収集し、整理した。

（３）当時の沖縄、離島の女性が置かれ

た状況の中で女性労働について考察する

ため、八重山において体験者からの聞き

取り調査を行なった。

（４）得られた資料を整理し、他の地域

における女性史・近現代史研究、国際関

係におけるジェンダーと労働、開発と女

性に関する議論などを参照しつつ、考察

を深めた。

４．研究成果

沖縄の近代における女性労働について、

特に八重山諸島を中心に、 1930 年代

から 1940 年代における実態に迫るた

め、以下の作業を行なった。

（１）沖縄近現代史における既刊の農村・

経済研究、女性史研究、八重山研究につ

いて検討し、近代沖縄・八重山における

農村共同体の変化、女性労働・労働力移

動に焦点を当て、労働の視点から八重山

の女性史を考察する枠組みを検討した。

（２）既刊資料集、図書館・公文書館に

収集されている文献資料から、八重山の

女性史・女性労働に関するものを収集し、



整理した。

（３）当時八重山にて刊行されていた以下

の新聞、雑誌、個人回想録などを中心に資

料を収集し、整理した。

『海南時報』

『先島朝日新聞』

『八重山民報』

『八重山タイムス』

『石垣産業組合報』

『先島新報』

『八重山婦人新聞』など

また、移動先の台湾における状況を把握す

るため、当時の台湾で刊行されていた新聞・

雑誌についても調査し、資料を収集・整理

した。

『台湾日日新報』

『人民導報』

『台湾新報』

『台湾新生報』など

（４）文献資料を補足し、文字化されにく

い女性の体験・感想を記録するために、八

重山において数件の聞き取り調査を行なっ

た。当時の農村の状況や個人の体験につい

て、労働実態、生活状態、経済状態の認識

と対応、労働や生活における共同性、制度

の変化と宗教・風俗の関係、移民・出稼ぎ、

戦争・戦後の体験、台湾との関係、労働技

術の浸透、産業化のための組織など、八重

山の女性の労働を取り巻く環境、生活認識、

労働意識、価値観などについて追及するこ

とができた。また、当時の労働、労働移動

を体験した女性本人だけでなく、男性、地

域住民など、幅広くインタビューをするこ

とができた。

（５）以上の調査で得られた資料・考察を

基に、特に八重山と台湾の間の移動労働と

当時の女性に対し、前近代から継続され

ててきた性差別、沖縄・離島に対する社

会的偏見・蔑視の関係から再考察し、論

文を作成した。

（６）今後の課題として、沖縄近代史、

特に離島・八重山の女性史における本課

題を以下の点より更に検討を深め、文章

化中である。

・近代の人頭税など制度的に周辺化され

た八重山の地域性、 1903 年に終了し

た土地整理事業後の農業行政の技術的・

組織的変化、この地域の中心的産業であ

った糖業・漁業とそれに従事する女性た

ちの生活経験、女性たちが従事していた

織物業との関係、学校教育や青年団活動

など女性を取り巻く制度や近代化、

1930 年代以降顕著となる日本全体の

産業化・地方改良の動きによる影響、

沖縄における共同性や境界を越えたネッ

トワークなど、この地域における影響要

因の多様性についての分析・考察。

・ジェンダー・開発学における女性労働

の研究整理・研究動向、労働の女性化、

性による性差・再生産労働、世帯経済に

おける女性労働の位置づけ、経済危機と

女性労働の関係など、ジェンダー・女性

労働の視点からの分析・考察。

・同時代の東アジアの他の地域における

女性労働との関係・比較、近代資本主義

発展と国民国家体制・植民地支配が進展

する時期の東アジアにおける女性史・女

性労働の特徴について、国際関係学の視

点からの分析・考察。
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・水谷明子「勝方＝稲福恵子著『おきなわ

女性学事始』」女性史総合研究会『女性史
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〔その他〕

・八重山諸島にて 1930年から 1940年刊行さ

れた新聞を中心に、女性史・女性労働に関

する記事目録を作成中。（その前後を含め、

記事目録の作成を延長、整備・公開方法に

ついては現在検討している。）
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